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瀬戸内海に浮かぶ黒島・中ノ小島・端ノ小島の3つの島を結ぶ、
干潮時だけに現れる砂の道。潮が引くと約800mの砂州が弓な
りに現れ、島から島へ歩いて渡ることができます。
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瀬戸内市では、「瀬戸内市自治基本条例」に基づき、市民、議会、市長及び職員が責務・役割を果
たしながら、情報を共有し、市民参画、協働により具体的な施策を展開します。瀬戸内市自治基
本条例は、瀬戸内市における自治の基本理念を明らかにするとともに、市政運営の基本原則並び
に市民の市政への参画及び協働のしくみに関する基本となる事項を定めたものです。

瀬戸内市の理念

限られた財源を効率的かつ効果的に活用するとともに、民間活力を全面的に引き出し、創出した
価値を発信することで少ない予算で価値の最大化をはかり、それぞれの地域が一体性を強めな
がらしあわせを実感できるまちを、市民と行政が一緒になって創り上げていきます。

目指す姿

目の前の課題解決だけの視点でまちづくりを進めるのではなく、持続可能な開発目標（SDGs）の
視点を取り入れ、本市を取り巻く社会・経済情勢の変化などを予測しつつ、将来世代が希望を持
ち続けることができるよう、長期的、多面的な視点で持続可能なまちづくりを進め、新たなまちの
価値を創造していきます。

発展と価値創造

人が集い、手取りが増えるまち

瀬戸内市について
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　瀬戸内市は、岡山県の南東部に位置し、政令指定都市である岡山市に接しています。新幹線が停車する岡山駅からは、JR赤
穂線を利用して最短21分と交通アクセスにも恵まれています。市の南部は穏やかな海として知られる瀬戸内海に面し、美しい多
島美の景観が広がります。また、温暖で日照時間が長い瀬戸内特有の気候を生かし、観光業や農・水産業が盛んです。

岡山市

瀬戸内市

JR山陽新幹線

JR赤穂線

岡山市

瀬戸内市

JR山陽新幹線

JR赤穂線

岡山駅から
赤穂線で21分！

将来負担比率 国が定める早期健全化基準350%に
対して10分の1程度の水準です。連結
実質赤字比率は黒字となっており、健
全的な財政状況です。35.8 %

（令和6年度）

男性

17,319 人
女性

18,729 人

人口 総数

36,048 人
（令和2年国勢調査）

一般会計予算規模

249億8,718 万円
（令和7年度当初予算）

ふるさと納税額岡山県内

13億1,151 万円
（令和6年度）1 位

迫門の曙
瀬戸内海に浮かぶ大小の島々の間から昇る朝日が織りなす幻想的な光景は高く評価され、全国の優れた朝日の景観を選定した
日本の朝日百選にも選ばれています。

せ と　あけぼの

市の魅力

新幹線が停車する岡山駅までJR赤穂線で最短21分、車でも岡山市街
地まで約30分圏内と、通勤・通学にも便利な立地です。市内には商業
施設も多く、生活しやすい環境が整っています。

岡山駅までJRで最短21分の生活利便性
18歳までの医療費無償化に加え、おむつ代等に利用できるクーポン
券を毎月配布（満3歳到達ま
で）しています。さらに、保育料
の軽減（第1子のみ一部負担）、
小・中学校給食費の無償化、
塾や習い事等に利用できる学
校外教育バウチャーの配布
（中学生）、所得要件を設けな
い奨学金貸付制度の実施など、
子育て世帯への支援を幅広く展開します。これらの取組により、子育
て環境の充実と家計負担の軽減を図っています。

県内で圧倒的な子育て環境

鎌倉時代の備前福岡一文字派の最高傑作といわれる国宝の日本刀
「太刀 無銘 一文字（山鳥毛）」
を有するまちであり、国宝級日
本刀の約42％が瀬戸内市長船
地区で生み出されてきました。
備前長船刀剣博物館（瀬戸内
市長船町）は、現役の刀鍛冶が
刀を作る全工程を見ることが
できる、日本唯一の博物館と
なっています。

国宝級日本刀の42％を輩出した聖地
牛窓野菜として知られる白菜やキャベツをはじめ、オリーブや米など、
全国から高い評価を受ける農
産物ブランドを有する、自然の
恵み豊かなまちです。また、牡
蠣の垂下式養殖では、持続可
能な漁業であることを証明する
国際認証である「MSC認証」を
世界で初めて取得するなど、牡
蠣養殖をはじめとする水産業も
盛んです。

野菜や牡蠣等のブランド産地
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昭和20年代後半（合併）～
町村合併が進み始める

昭和30年代後半（交通網拡大）～
昭和37年　岡山国体開催

昭和52年（道路開通）～
岡山ブルーハイウェイ開通
（現岡山ブルーライン）

平成16年（合併）～
牛窓町・邑久町・長船町が合併し、
瀬戸内市が誕生

市
の
あ
ゆ
み

各
分
野
で
の
主
な
出
来
事

都市整備

文化・観光

子育て・教育

医療・福祉

昭和27年
邑久町誕生

昭和29年
牛窓町誕生

昭和30年
長船町誕生

昭和52年
岡山ブルー
ハイウェイ開通

平成16年
備前長船刀剣の里
リニューアルオープン

平成20年
瀬戸内きらり館
オープン

令和２年
国宝「太刀　無銘　一文字（山鳥毛）」を市が取得

平成22年
市立美術館オープン

平成28年
瀬戸内市民図書館
オープン

平成19年
瀬戸内市立
瀬戸内市民病院に名称変更

平成28年
牛窓診療所閉院

平成28年
瀬戸内市民病院
新病院棟が完成

昭和27年
邑久町立病院開院

昭和20年
牛窓町立病院開院

災害

昭和51年
台風17号豪雨
［被害状況］床上浸水：　775戸
　　　　　床下浸水：3,026戸

平成16年
台風16号高潮
［被害状況］床上浸水：　427戸
　　　　　床下浸水：　992戸

平成23年
台風12号豪雨、高潮
［被害状況］床上浸水：16戸
　　　　　床下浸水：73戸

平成2年
台風19号集中豪雨
［被害状況］床上浸水：　741戸
　　　　　床下浸水：2,326戸

昭和63年
邑久長島
大橋完成 平成30年

瀬戸内kirei
太陽光発電所竣工

平成23年
市道南北線開通平成17年

岡山ブルーライン
瀬戸内IC開通

平成16年
牛窓町・邑久町・
長船町が合併

入院機能を
本院に集約

より安心な
暮らしへ

日本
最大級の
発電出力

昭和35年～
まちのインフラ整備が行われる
赤穂線全線開通
兵庫県相生駅から東岡山駅を結ぶ

昭和40年代後半～
交通渋滞の緩和や観光を意識した道路
岡山ブルーハイウェイ開通
阪神方面から岡山方面を結ぶ重要なルート

平成16年
町村合併が行われる
瀬戸内市誕生
牛窓町・邑久町・長船町が合併

平成28年
地域医療の向上
瀬戸内市民病院開院
自治体病院としてオープン

昭和27年～
町村合併が行われる
それぞれのまちの誕生
牛窓町・邑久町・長船町が誕生

関西方面
が便利に！

令和6年
瀬戸内市誕生20周年
「瀬戸内市誕生20周年記念式典」を

令和6年
瀬戸内市民の日
20周年を契機に、
11月1日を「瀬戸内市
民の日」に制定

瀬戸内市のあゆみ 瀬戸内市は平成16年11月1日に牛窓町、邑久町、長船町が合併して誕生しました。
以降、合併による効果を最大限に活かしながらまちづくりを進めています。

クラウド
ファンディング等
のご寄附により

取得
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発電出力

昭和35年～
まちのインフラ整備が行われる
赤穂線全線開通
兵庫県相生駅から東岡山駅を結ぶ

昭和40年代後半～
交通渋滞の緩和や観光を意識した道路
岡山ブルーハイウェイ開通
阪神方面から岡山方面を結ぶ重要なルート

平成16年
町村合併が行われる
瀬戸内市誕生
牛窓町・邑久町・長船町が合併

平成28年
地域医療の向上
瀬戸内市民病院開院
自治体病院としてオープン

昭和27年～
町村合併が行われる
それぞれのまちの誕生
牛窓町・邑久町・長船町が誕生

関西方面
が便利に！

令和6年
瀬戸内市誕生20周年
「瀬戸内市誕生20周年記念式典」を

令和6年
瀬戸内市民の日
20周年を契機に、
11月1日を「瀬戸内市
民の日」に制定

瀬戸内市のあゆみ 瀬戸内市は平成16年11月1日に牛窓町、邑久町、長船町が合併して誕生しました。
以降、合併による効果を最大限に活かしながらまちづくりを進めています。

クラウド
ファンディング等
のご寄附により
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瀬戸内市 市長

黒石 健太郎
瀬戸内市議会議長

小野田 光

　令和7年6月の市長就任以来、「人が集い、手取りが増える

まちづくり」を目指し、情報公開・官民連携・新陳代謝を柱に、

スピード感ある市政を進めています。

世界で輝く可能性を秘めたまち、瀬戸内市
　私が市長を志したのは、本市に果てしない可能性を感じた

からです。新幹線の停まる岡山駅からJRで最短21分、車で30

分圏内とアクセスが良く、駅周辺には商業施設が進出するな

ど生活利便性の高いまちです。加えて、長船地区は国宝級日

本刀の42％が作られた歴史を持ち、また、日本唯一、現役刀

職の全製造工程を見れる「備前長船刀剣博物館」が存在す

るなど、世界が注目する歴史と技術が息づいています。他に

も、県内唯一のヨットハーバーを有する日本のエーゲ海・牛

窓など、利便性・文化・自然の多角的な観点で、世界に輝くポ

テンシャルを秘めています。

JRと市営バス増便でさらなる利便性向上
　市民生活と企業活動の基盤強化のため、令和7年度は公

共交通の拡充に注力しました。就任直後から長船駅前駐車

場の増設を即決し、市営バス（虫明・長島愛生園線の増便、

牛窓-邑久駅線の延伸、備前長船刀剣博物館へのシャトルバ

ス）を整備。さらに令和8年度に向けた観光定期バスやICOCA

導入など迅速な施策展開により、令和8年3月からのJR往復4

便増便を引き出しました。今後も交通利便性の向上を力強く

推進します。

圧倒的な子育て支援策でさらに住みやすいまちへ
　現在、本市は転入超過で、特に0～4歳層の増加が顕著で

す。この好機に未来へ投資すべく、令和8年度予算に圧倒的な

子育て支援策を盛り込みました。既存の18歳までの医療費無

償化や月3千円のおむつ等チケットに加え、保育料や小・中学

校給食費の無償化、中学生向け学校外教育バウチャー、出産

祝い金倍増、奨学金の所得要件撤廃、遊び場整備補助など

を一気に開始します。少子高齢化により草刈りやお祭りなど

地域活動の存続すら危ぶまれる中、本市は本気で少子高齢

化に立ち向かい、日本最先端の課題解決モデルとなるべく、

全世代が住みやすいまちづくりに全力で挑みます。

　平成16年11月1日に誕生した瀬戸内市も令和6年に20周年と

いう大きな節目を迎えました。この20年間に社会は大きく変化し、

価値観や生活様式もより多様化しましたが、本市は、その変化を

柔軟に受け、市民の皆さまと共に着実に歩みを進めて参りました。

　また、瀬戸内市は豊かな自然と温暖な気候、そして歴史と文化

が息づく魅力あふれるまちです。牛窓地域の美しい海や、長船地

域の刀剣文化、邑久地域の豊かな農水産物など、全国に誇る地

域資源が数多く存在します。近年では、地域の魅力を活かしたイ

ベントや交流事業も増え、市内外から多くの方 が々訪れるように

なりました。市民の皆さまが主体となって地域を盛り上げる取組も

活発化しており、まち全体に新たな活力が生まれてきています。

　しかし一方で、これからの瀬戸内市には、人口減少、少子高齢

化、産業の担い手不足、地域経済の衰退、公共交通の維持等、

解決すべき課題も多くあります。中でも人口減少や少子化は、適

切な対策を講じなければ、市民生活や地域の持続可能性に大

きな影響を及ぼす喫緊の課題です。

　瀬戸内市は、令和６年４月に公表された「人口戦略会議」の分

析において「消滅可能性都市」の定義から外れたものの、予断を

許さない状況にあるとされました。

　そのため、本市では、子育て支援には特に注力し、「子育てする

なら瀬戸内市」をスローガンに県下でトップクラスの子育て施策

の充実に取り組んでいます。

　合わせて、医療・福祉の充実、移住・定住の促進、地域産業の

振興、女性や高齢者、障がいのある方の社会参加の推進など、総

合的な施策を今後も進めていく必要があると考えています。

　また、昨今の物価高騰や国際情勢の不安定化など、我が国を

取り巻く環境は大変厳しく、本市においても、その影響は例外で

はありません。こうした状況だからこそ、市民の声を受け止め、市政

に反映させる議会の役割は、これまで以上に重要性を増してい

ます。

　議会としては、令和７年６月に16年ぶりに新たな市長となった

黒石健太郎氏の唱える「人が集い、手取りが増えるまち」を具現

化できるよう車の両輪として力強く邁進すると共に、二元代表制

の一翼を担う機関として、市の施策に対して十分なチェックや議

会としての政策提案を行うなど執行機関との健全な緊張関係を

保って参ります。

　私たち議員は、皆さまが住んで良かった、これからも住み続けた

いまち瀬戸内市に向け、若い世代の結婚、出産、子育てがしやす

いまち、また、老若男女が集い、豊かに生活できる魅力あふれるま

ちづくりを目指し、歩んで参ります。

人が集い、
手取りが増えるまちを、
本気で目指す覚悟

人々が住みたいまち
住み続けたいまち
魅力あふれるまちを
全力で目指す
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瀬戸内市 市長

黒石 健太郎
瀬戸内市議会議長

小野田 光

　令和7年6月の市長就任以来、「人が集い、手取りが増える

まちづくり」を目指し、情報公開・官民連携・新陳代謝を柱に、

スピード感ある市政を進めています。

世界で輝く可能性を秘めたまち、瀬戸内市
　私が市長を志したのは、本市に果てしない可能性を感じた

からです。新幹線の停まる岡山駅からJRで最短21分、車で30

分圏内とアクセスが良く、駅周辺には商業施設が進出するな

ど生活利便性の高いまちです。加えて、長船地区は国宝級日

本刀の42％が作られた歴史を持ち、また、日本唯一、現役刀

職の全製造工程を見れる「備前長船刀剣博物館」が存在す

るなど、世界が注目する歴史と技術が息づいています。他に

も、県内唯一のヨットハーバーを有する日本のエーゲ海・牛

窓など、利便性・文化・自然の多角的な観点で、世界に輝くポ

テンシャルを秘めています。

JRと市営バス増便でさらなる利便性向上
　市民生活と企業活動の基盤強化のため、令和7年度は公

共交通の拡充に注力しました。就任直後から長船駅前駐車

場の増設を即決し、市営バス（虫明・長島愛生園線の増便、

牛窓-邑久駅線の延伸、備前長船刀剣博物館へのシャトルバ

ス）を整備。さらに令和8年度に向けた観光定期バスやICOCA

導入など迅速な施策展開により、令和8年3月からのJR往復4

便増便を引き出しました。今後も交通利便性の向上を力強く

推進します。

圧倒的な子育て支援策でさらに住みやすいまちへ
　現在、本市は転入超過で、特に0～4歳層の増加が顕著で

す。この好機に未来へ投資すべく、令和8年度予算に圧倒的な

子育て支援策を盛り込みました。既存の18歳までの医療費無

償化や月3千円のおむつ等チケットに加え、保育料や小・中学

校給食費の無償化、中学生向け学校外教育バウチャー、出産

祝い金倍増、奨学金の所得要件撤廃、遊び場整備補助など

を一気に開始します。少子高齢化により草刈りやお祭りなど

地域活動の存続すら危ぶまれる中、本市は本気で少子高齢

化に立ち向かい、日本最先端の課題解決モデルとなるべく、

全世代が住みやすいまちづくりに全力で挑みます。

　平成16年11月1日に誕生した瀬戸内市も令和6年に20周年と

いう大きな節目を迎えました。この20年間に社会は大きく変化し、

価値観や生活様式もより多様化しましたが、本市は、その変化を

柔軟に受け、市民の皆さまと共に着実に歩みを進めて参りました。

　また、瀬戸内市は豊かな自然と温暖な気候、そして歴史と文化

が息づく魅力あふれるまちです。牛窓地域の美しい海や、長船地

域の刀剣文化、邑久地域の豊かな農水産物など、全国に誇る地

域資源が数多く存在します。近年では、地域の魅力を活かしたイ

ベントや交流事業も増え、市内外から多くの方 が々訪れるように

なりました。市民の皆さまが主体となって地域を盛り上げる取組も

活発化しており、まち全体に新たな活力が生まれてきています。

　しかし一方で、これからの瀬戸内市には、人口減少、少子高齢

化、産業の担い手不足、地域経済の衰退、公共交通の維持等、

解決すべき課題も多くあります。中でも人口減少や少子化は、適

切な対策を講じなければ、市民生活や地域の持続可能性に大

きな影響を及ぼす喫緊の課題です。

　瀬戸内市は、令和６年４月に公表された「人口戦略会議」の分

析において「消滅可能性都市」の定義から外れたものの、予断を

許さない状況にあるとされました。

　そのため、本市では、子育て支援には特に注力し、「子育てする

なら瀬戸内市」をスローガンに県下でトップクラスの子育て施策

の充実に取り組んでいます。

　合わせて、医療・福祉の充実、移住・定住の促進、地域産業の

振興、女性や高齢者、障がいのある方の社会参加の推進など、総

合的な施策を今後も進めていく必要があると考えています。

　また、昨今の物価高騰や国際情勢の不安定化など、我が国を

取り巻く環境は大変厳しく、本市においても、その影響は例外で

はありません。こうした状況だからこそ、市民の声を受け止め、市政

に反映させる議会の役割は、これまで以上に重要性を増してい

ます。

　議会としては、令和７年６月に16年ぶりに新たな市長となった

黒石健太郎氏の唱える「人が集い、手取りが増えるまち」を具現

化できるよう車の両輪として力強く邁進すると共に、二元代表制

の一翼を担う機関として、市の施策に対して十分なチェックや議

会としての政策提案を行うなど執行機関との健全な緊張関係を

保って参ります。

　私たち議員は、皆さまが住んで良かった、これからも住み続けた

いまち瀬戸内市に向け、若い世代の結婚、出産、子育てがしやす

いまち、また、老若男女が集い、豊かに生活できる魅力あふれるま

ちづくりを目指し、歩んで参ります。
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手取りが増えるまちを、
本気で目指す覚悟
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人が集い、
手取りが増えるまち

を目指して

瀬戸内市の資本

●税収
●個人版ふるさと納税
●企業版ふるさと納税
●錦海塩田跡地の活用による収入

財務資本

●市立美術館、備前長船刀剣博物館 
●長島ハンセン病療養所 
●ユネスコ「世界の記憶」遺産に登録された朝鮮通信使資料
●こどもひろば

知的資本

●自治基本条例に基づく協働のまちづくり 
●歴史・文化資源（山鳥毛等）
●盛んな農・水産業（MSC認証）

社会・関係資本

●交通インフラ（岡山ブルーライン、JR赤穂線3駅、市営バス等） 
●下水道や高速通信網など生活環境の充実 
●文教施設（学校、保育園、図書館等）
●市民活動の場（公民館、コミュニティ、牛窓テレモーク等）

製造資本

●人口36,048人 （R2国勢調査）
●市職員人材育成基本方針
●県立邑久高等学校（市内唯一の高校）

人的資本

●錦海塩田跡地を活用した日本最大級メガソーラー発電所 
●瀬戸内海国立公園  
●環境に配慮したまちづくり

自然資本

Q 瀬戸内市はどうなりたいのか？

市の課題の解決に向け、根本的な改善につながる施策に取り組みます。

将来像

住んでいるみなさんが「住みやすい」と思え
るようなまちづくりに取り組むとともに、観
光等を通じて市に訪れてもらえる機会を
拡大した上で、市への移住につながる仕組
みづくりに取り組みます。

人が集うまち

住んでいるみなさんの生活コストの削減
と、所得の拡大をあわせて形にすることで、
実質的な手取りの引き上げを実現し、豊か
な生活を送っていただける市政運営を目
指します。

手取りが増えるまち
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人が集い、
手取りが増えるまち

を目指して

瀬戸内市の資本

●税収
●個人版ふるさと納税
●企業版ふるさと納税
●錦海塩田跡地の活用による収入

財務資本

●市立美術館、備前長船刀剣博物館 
●長島ハンセン病療養所 
●ユネスコ「世界の記憶」遺産に登録された朝鮮通信使資料
●こどもひろば

知的資本

●自治基本条例に基づく協働のまちづくり 
●歴史・文化資源（山鳥毛等）
●盛んな農・水産業（MSC認証）

社会・関係資本

●交通インフラ（岡山ブルーライン、JR赤穂線3駅、市営バス等） 
●下水道や高速通信網など生活環境の充実 
●文教施設（学校、保育園、図書館等）
●市民活動の場（公民館、コミュニティ、牛窓テレモーク等）

製造資本

●人口36,048人 （R2国勢調査）
●市職員人材育成基本方針
●県立邑久高等学校（市内唯一の高校）

人的資本

●錦海塩田跡地を活用した日本最大級メガソーラー発電所 
●瀬戸内海国立公園  
●環境に配慮したまちづくり

自然資本

Q 瀬戸内市はどうなりたいのか？

市の課題の解決に向け、根本的な改善につながる施策に取り組みます。

将来像

住んでいるみなさんが「住みやすい」と思え
るようなまちづくりに取り組むとともに、観
光等を通じて市に訪れてもらえる機会を
拡大した上で、市への移住につながる仕組
みづくりに取り組みます。

人が集うまち

住んでいるみなさんの生活コストの削減
と、所得の拡大をあわせて形にすることで、
実質的な手取りの引き上げを実現し、豊か
な生活を送っていただける市政運営を目
指します。

手取りが増えるまち
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「人が集い、　手取りが増えるまち」の実現

インプット

●交通インフラ（岡山ブルーライン、JR赤穂線
３駅等）
●下水道や高速通信網など生活環境の充実
●文教施設（学校、保育園、図書館等）
●市民活動の場（公民館、コミュニティ、牛窓
テレモーク等）

製造資本

●市立美術館、備前長船刀剣博物館
●長島ハンセン病療養所
●ユネスコ記憶遺産に登録された朝鮮通信使資料等
●外遊びができるまち「こどもひろば」プロジェクト

知的資本

●人口　36,048人（R2国勢調査）
●職員数　627人（R7.4.1）

人的資本

●自治基本条例に基づく協働のまちづくり
●歴史・文化資源（山鳥毛等）
●盛んな農・漁業（MSC認証）

社会・関係資本

●塩田跡を活用した日本最大級メガソーラー発
電所と、土地貸付収入を活用した地域活性化

●瀬戸内海国立公園
●環境に配慮したまちづくり

自然資本

アウトカム（R6実績）

●財政力指数（R6）　 0.54
●実質公債費比率（R6）　8.5%
●実質収支比率（R6）　5.3%
●経常収支比率（R6）　87.4%

●普通建設事業費（R6）　4,685,341千円
●汚水処理人口普及率（R6）　 83.1％
●道路舗装率（R6）　 84.6％
●光ファイバー網　100%整備

●ハンセン病の正しい理解に向けた普及・
啓発

●こどもひろば参加者数（R6）　5,907人

●社会動態増減数　242人（R2国勢調査）
●瀬戸内市に愛着がある市民の割合(R7)
　 83.6％

●市民活動・協働提案事業実施数（R6）　86件

瀬戸内市を取り巻く環境・リスク
●人口減少
●少子高齢化
●物価高騰
●価値観と生活様式の多様化
●デジタルシフトの加速化

●環境課題への意識の高まり
●地域課題の多様化・複雑化
●自然災害の激甚化
●地域経済規模・税収規模の縮小
●地域コミュニティの縮小

❶
環境重視

❷
人権尊重

❸
安全・
安心

❹
定住促進

❺
情報公開と
市民参画・協働

❻
効率的・
効果的な
行財政運営

❼
SDGsの
達成

❽
感染症
対策

まちづくりの基本理念

行政運営
を支える基盤

備前市瀬戸内市
監査委員事務局 瀬戸内市議会内部監査

太陽のまち
プロジェクト

山鳥毛里づくり
プロジェクト

食のしあわせ
プロジェクト

カーボン
ニュートラルの

推進

子育て支援、
協働の
まちづくり

目標（R12/2030年）

●財政が改善されていると思う市民
の割合　50％
●市が行うまちづくりの取組に満足
している市民の割合　45％
●実質公債費比率　13.0％以下

●汚水処理人口普及率　80.1％
●道路舗装率　84.9％

●長島の保全と記憶の継承
●安心して子どもを産み育てられるま
ちと感じている市民の割合　75％

●人口　約33,000人

●市民活動応援補助金応募数　115件
●企業が進出しやすい条件が整っている
まちを実感している市民の割合　40％

●カーボンニュートラル
●すばらしい自然や景観、伝統、歴
史・文化が引き継がれたまちを実
感している割合　58.0％

目指すべき姿

￥ 財務資本

製造資本

知的資本

人的資本

社会・関係資本

●公共施設のエネルギー使用量（R6）
　11,382tCO2（基準年度比 △15.4%）

自然資本

￥ 財務資本

製造資本

知的資本

人的資本

社会・関係
資本

自然資本

主な事業

総合計画

SDGs 地方創生

市民の
しあわせ
実感

持続
可能な
まちづくり

人口減少
問題の
克服

価値創造プロセス

●歳入総額（一般会計/R6）　25,581百万円
●歳出総額（一般会計/R6）　24,840百万円

財務資本￥

「人が集い、手取りが増えるまち」という目指すべき姿のもと、住んでいるみなさんが感じる
不安や課題を根本的に解決し、しあわせを実感できるまちづくりを目指します。
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リスクと機会
瀬戸内市を取り巻く環境は、本格的な人口減少や少子高齢化など社会構造の著しい変化や経済の
グローバル化、Society5.0の到来、地球環境問題の深刻化等に直面するなど、大きく変化していま
す。まちづくりを進めるにあたっては、現在の潮流を正しく認識し、こうした時代の変化に的確かつ柔
軟に対応することが求められています。

瀬戸内市の将来人口推計

将来に向けたまちづくりの基本となるのが人材の育成です。学校教育・生涯学習等の積極的な取組を進めることにより、まち
の将来を担う人材を育成する必要があります。

課題１　　人材の育成

人口減少と少子高齢化の進行は、将来のまちづくりの担い手の減少をもたらし、まちの発展にとってよい影響を及ぼすことに
なりません。このため、雇用機会の創出などにより定住促進を図り、人口の減少を抑制するとともに、医療や子育て支援、高齢
者福祉関連施策を積極的に進め、市民が健康で、子育てがしやすく、誰もがいきいきと健やかに暮らせるまちづくりを進めてい
く必要があります。 また、継続的な関心や交流を通じ、様々な形で地域を支える人（関係人口）も地域を支える担い手と捉え、
関係人口の創出・拡大と受入地域の取組を進める必要があります。

課題２　　人口減少と少子高齢化への対応

ゆとりある生活の中で、安全・安心に快適な暮らしができるよう、防災対策や防犯対策等を積極的に進めるとともに、上水道
や情報通信基盤をはじめとするライフラインや下水道、幹線道路、生活道路、公共交通網の整備を進めることにより市民が暮
らしやすい住環境をつくっていく必要があります。また、再生可能エネルギーの普及促進や、ごみの減量化・リサイクルの実践
等を通して脱炭素社会や環境を重視した生活様式に変革していく必要があります。

課題３　　生活基盤・生活環境の整備

豊かな自然、美しい景観、そしてその風土・生活の営み等から受け継がれてきた伝統、歴史・文化、まちなみを大切にし、次の
世代に継承していく必要があります。

課題４　　自然、景観、伝統、歴史・文化及びまちなみの継承

恵まれた立地条件を活かした農・水産業の振興を図るとともに、様々な産業を振興することにより雇用機会の確保を図り、定
住促進に結び付けていく必要があります。また、豊かな自然や歴史・文化を活かした観光振興策を進めるとともに、特産品の
生産販売などにより観光業と農・水産業、商工業の連携を図る必要があります。

課題５　　産業の振興

地域資源を活かした自立的発展、独自性のある地域づくりが求められていることを背景として、誇りや愛着が持てるまちを目
指し、市民と行政の協働により地域課題を解決し、持続可能なまちづくりを進めていく必要があります。

課題６　　市民参加による持続可能なまちづくり

将来にわたる安定した財政運営の確立を目指し、自主財源の確保に努めるとともに、財政運営適正化計画及び公債費負担
適正化計画に沿って、経常的経費の削減、投資的事業や公営企業会計への繰出金等の抑制を進め、限られた財源の重点的
配分と経費支出の効率化をより一層図っていく必要があります。

課題７　　財政の健全化

まちづくりの主要課題

　まちの現状、社会の潮流、そして市民ニーズや将来見通しなどから分析したまちづくりの主要課題は以下のとおりです。

　本市の人口は、今後も減少傾向で推移していくことが予測
されます。企業誘致や就労環境の整備、転出抑制・転入促進
などの地方創生に資する施策を実施しない場合、令和27年
（2045年）には約29,000人となる予測です。また、年少人口及び
生産年齢人口が減少する反面、老年人口は増加することが予

測されており、令和27年（2045年）には高齢化率が42％にまで
増加すると推計されています。
　人口が減少すると、地域経済規模や税収規模が縮小し、市
民サービスや地域公共交通が維持できなくなるなど悪循環が
加速化する恐れもあり、人口減少対策が急務となっています。

資料：瀬戸内市人口ビジョン
（令和2年3月改訂）
2015（平成27）年までは総務省
「国勢調査」
2020（令和2）年以降は国立社
会保障人口問題研究所「日本
の地域別将来推計人口（平成
30年3月推計）」

資料：瀬戸内市人口ビジョン
（令和2年3月改訂）
2015（平成27）年までは総務省
「国勢調査」
2020（令和2）年以降は国立社
会保障人口問題研究所「日本
の地域別将来推計人口（平成
30年3月推計）」
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まちづくりの主要課題
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（令和2年3月改訂）
2015（平成27）年までは総務省
「国勢調査」
2020（令和2）年以降は国立社
会保障人口問題研究所「日本
の地域別将来推計人口（平成
30年3月推計）」
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2015（平成27）年までは総務省
「国勢調査」
2020（令和2）年以降は国立社
会保障人口問題研究所「日本
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30年3月推計）」
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　瀬戸内市では、統合思考により持続可能なまちづくりを行うた
め、令和4年度から大学等を中心に作成されている「統合報告書」
を作成しています。この統合報告書では、国際会計基準（IFRS）財
団のフレームワークに沿って瀬戸内市の戦略や事業実績等を分
かりやすく説明しています。市民や市内外の関係者の方々に瀬戸
内市の価値を理解していただくとともに、統合報告書作成のプロ
セスを通じて市役所各部署の有機的なつながりを生み、統合思考
による意思決定ができる職員を育成します。

SDGsの推進

瀬戸内市統合報告書

瀬戸内市の未来に向けた
主な取組

　SDGsとは、Sustainable Development Goals（持続可能な開発
目標）の略称です。平成27年に国連が提唱した世界共通の目標
で、地球環境と人類社会の持続可能性を追求し、「誰一人取り残
さない」未来のあるべき姿を目指しています。
　瀬戸内市では、市の最上位計画である「第3次瀬戸内市総合計
画」の基本計画にSDGsの目指す17のゴールを関連付けることで、
総合計画とSDGsを一体的に推進し、誰もがしあわせを実感できる
まちを目指しています。

職員による統合報告書2025作成検討会議の様子

瀬戸内市の未来の姿

FUTURE

「日本のエーゲ海」と称される瀬戸内市牛窓町を代表する観光スポット。瀬戸内海を
望む丘に広がるオリーブ園には約2,000本のオリーブが育ち、園内からは穏やかな
多島美の景色を一望できます。

牛窓オリーブ園
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人が集うまち
住みやすいまちづくり

　市内での雇用の場を創出し、住民の定住促進や地域企業の
発展を図ることを目的に、瀬戸内市長船町土師地内において
産業団地を造成し、企業誘致を進めてきました。また、市内へ
の新たな企業進出を促進し、多様な産業の担い手の確保や雇
用機会の創出を図るため、市内の民有地に新たに事業所を立
地する事業者に対し、「瀬戸内市企業立地促進補助金」によ

り、土地や施設の整備に要する費用の一部を助成しています。
　今後は、さらなる企業誘致を進めるため、民間同士のマッチ
ングを促進する「空き地バンク制度」の構築や、新たな市営産
業団地の整備に向けた検討を進めていきます。これらの取組
により、市内での雇用の拡大を図り、若者世代の市外流出の
抑制にもつなげていくことが期待されます。

企業誘致

今後も瀬戸内市に住み続けたいと
思っている市民の割合

▼数字で見る瀬戸内市

雇用創出・交通整備

雇用の受け皿を拡大するため、企業誘致活動を推進するとともに、公共交通の利便性拡充や
子どもたちの遊び場の確保等生活インフラの整備を行い、瀬戸内市で働きやすい、住みやす
いと思えるまちづくりに取り組みます。 　瀬戸内市内には、JR赤穂線の駅が3駅あり、通勤・通学をは

じめ、近隣市町村への移動を支える重要な交通網となってい
ます。そのため、市ではJRの利便性向上を図るため、駅前駐車
場の増設や駅へ接続する市営バスの延伸・増便など、公共交
通の利用促進に取り組んできました。これらの取組を踏まえ、
令和8年3月14日からはJR赤穂線の列車が往復4便増便され
ることが決定しています。

　瀬戸内市では、今後も市営バスとJRとの接続性の向上や観
光需要の創出などを通じて、市内3駅の利用機会の拡大を図
り、JRをはじめとした公共交通の利便性向上に取り組みます。

企業誘致数

延べ7件
令和3～7年度

持続可能な公共交通整備
「JR赤穂線の増便・
 市営バスの延伸&増便」

住みやすいと感じている
市民の割合

76.2％
令和7年市民まちづくり意識調査

86.3％
令和7年市民まちづくり意識調査
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Future ［瀬戸内市の未来の姿］

ふるさと
納税

企業版

※2

▶ 詳しくは46～47ページをご覧ください。※1 個人版ふるさと納税ふるさと
納税

個人版
※2 企業版ふるさと納税ふるさと

納税

企業版

ふるさと
納税

企業版

※2
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詳しくはwebでチェック！

給食の市内産
生鮮野菜の使用率

23.2％
令和6年度重量ベース

　瀬戸内市では、ふるさと納税を活用し、学校・園の給食に
おける地産地消の推進や保護者の負担軽減、環境負荷の低
減につながる栽培技術の普及、子どもや保護者への食育の
推進、子ども食堂の開催などに取り組んでいます。
　これらの取組を通じて、瀬戸内市の豊かな農・水産物を活

　瀬戸内市では、「遊び場を増やしてほしい」「公園など子ども
と一緒に出かけやすく楽しめる場所を増やしてほしい」といっ
た子育て世代からのニーズに応えるため、多世代の市民の見
守りや参加のもと、豊かな自然や地域資源など、地域にあるも
のを活かした「こどもひろばプロジェクト」を推進しています。
外遊びの普及に関する講演会の開催や、遊びの環境づくりに

関わる人材の育成、遊び道具や材料を積載した「プレーカー」
と呼ばれる車両の導入などにより、瀬戸内市全体が子どもの
遊び場・居場所となるよう環境整備を進めています。

詳しくはwebでチェック！

移動遊び場「プレーカー」

かした食の大切さを起点に、子どもたちの郷土愛の醸成と農
業・漁業の振興、さらには地域経済の循環を図る「食のしあ
わせプロジェクト」を推進しています。

県内でもトップクラスの子育て支援策

　瀬戸内市では、転入が増加している子育て世帯から、さらに
選ばれるまちづくりを進めるため、さまざまな子育て支援策を
実施しています。18歳までの「こども医療費無償化」に加え、3
歳未満の子どもを養育する世帯には、おむつやミルク等の購
入に使える「すくすくチャイルドチケット」を交付しています。
　さらに令和8年度からは、出産祝い金の倍増、保育料の無償

化（第一子のみ保護者負担あり）、小・中学校の学校給食費無
償化、塾や習い事に利用できる学校外教育バウチャーの交付、
奨学金貸付制度の所得要件撤廃などを新たに開始します。
　これらの取組により、子育て世代にとっては、瀬戸内市に住
むかどうかで年間の手取りが数十万円単位で変わるほどの、
充実した子育て支援を実施しています。

▼数字で見る瀬戸内市

官民連携による子育て環境整備

　瀬戸内市では、実質的な待機児童の解消を目指し、令和9
年4月に瀬戸内市長船町に民間認定こども園の開園を予定し
ています。また、市内における公園不足の課題に対応し、子ども
の遊び場の確保・充実を図るため、子どもたちを中心に人が集

すくすくチャイルド
チケット交付率

99.7％
令和6年度

岡山で、子育てするなら瀬戸内市

う遊び場を官民連携により整備する取組を進める予定です。
　官民連携により子育て環境の整備を進めることで、行政だ
けでは実現できない柔軟な発想やスピード感を活かし、地域
全体で子どもたちの成長を支えるまちづくりを進めていきます。

太陽の恵みと広大な塩田跡地を活用
「太陽のまちプロジェクト」

　塩田跡地は約1.6kmに及ぶ堤防で
錦海湾と接しており、災害に備えた管
理が必要です。堤防補強工事などの
安全・安心事業を実施し、地域の防災
面の安全・安心の確保と、跡地とその
周辺環境の安全で継続的な管理を
行っています。

①安全・安心を守る
　取組

　貸付料収入を活用して、地域の課
題解決を図り、将来につながる地域の
活性化や、子どもたちがまちに誇りを
持てる人づくりなどの取組を進めてい
ます。

②まちの活性化に
　つながる取組

　太陽光発電は、地球にやさしく、温
暖化対策に役立つ国産エネルギーで
す。また、塩田跡地の多くの動物、植物
の環境に配慮して、塩性湿地帯などに
は、原則、手を加えません。

③環境にやさしい
　取組

子どもたちを笑顔に！
「食のしあわせプロジェクト」

外遊びを楽しむまち。瀬戸内市
「こどもひろばプロジェクト」

　瀬戸内市邑久町の錦海塩田跡地は、海抜よりも低い地形で
あることから、ポンプによる排水など維持管理に関する課題を
抱え、時には負の遺産とも呼ばれることがありました。そこで瀬
戸内市では、この塩田跡地を日本最大級の太陽光発電事業

に活用することとし、発電事業者へ土地を貸し付けています。
これにより、未利用地であった土地を、収益を生み出す土地へ
と転換し、得られる貸付料収入を地域課題の解決やまちの魅
力向上に活用しています。

詳しくはwebでチェック！

「太陽のまちプロジェクト」
土地貸付料（20年間） 

100.5億円

詳しくはwebでチェック！

官民連携による取組
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Future ［瀬戸内市の未来の姿］

ふるさと
納税

個人版
ふるさと
納税

企業版

※1 ※2

ふるさと
納税

個人版
ふるさと
納税

企業版

※1 ※2

※1 個人版ふるさと納税ふるさと
納税

個人版
※2 企業版ふるさと納税ふるさと

納税

企業版 ▶ 詳しくは46～47ページをご覧ください。
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詳しくはwebでチェック！

給食の市内産
生鮮野菜の使用率

23.2％
令和6年度重量ベース

　瀬戸内市では、ふるさと納税を活用し、学校・園の給食に
おける地産地消の推進や保護者の負担軽減、環境負荷の低
減につながる栽培技術の普及、子どもや保護者への食育の
推進、子ども食堂の開催などに取り組んでいます。
　これらの取組を通じて、瀬戸内市の豊かな農・水産物を活

　瀬戸内市では、「遊び場を増やしてほしい」「公園など子ども
と一緒に出かけやすく楽しめる場所を増やしてほしい」といっ
た子育て世代からのニーズに応えるため、多世代の市民の見
守りや参加のもと、豊かな自然や地域資源など、地域にあるも
のを活かした「こどもひろばプロジェクト」を推進しています。
外遊びの普及に関する講演会の開催や、遊びの環境づくりに

関わる人材の育成、遊び道具や材料を積載した「プレーカー」
と呼ばれる車両の導入などにより、瀬戸内市全体が子どもの
遊び場・居場所となるよう環境整備を進めています。

詳しくはwebでチェック！

移動遊び場「プレーカー」

かした食の大切さを起点に、子どもたちの郷土愛の醸成と農
業・漁業の振興、さらには地域経済の循環を図る「食のしあ
わせプロジェクト」を推進しています。

県内でもトップクラスの子育て支援策

　瀬戸内市では、転入が増加している子育て世帯から、さらに
選ばれるまちづくりを進めるため、さまざまな子育て支援策を
実施しています。18歳までの「こども医療費無償化」に加え、3
歳未満の子どもを養育する世帯には、おむつやミルク等の購
入に使える「すくすくチャイルドチケット」を交付しています。
　さらに令和8年度からは、出産祝い金の倍増、保育料の無償

化（第一子のみ保護者負担あり）、小・中学校の学校給食費無
償化、塾や習い事に利用できる学校外教育バウチャーの交付、
奨学金貸付制度の所得要件撤廃などを新たに開始します。
　これらの取組により、子育て世代にとっては、瀬戸内市に住
むかどうかで年間の手取りが数十万円単位で変わるほどの、
充実した子育て支援を実施しています。

▼数字で見る瀬戸内市

官民連携による子育て環境整備

　瀬戸内市では、実質的な待機児童の解消を目指し、令和9
年4月に瀬戸内市長船町に民間認定こども園の開園を予定し
ています。また、市内における公園不足の課題に対応し、子ども
の遊び場の確保・充実を図るため、子どもたちを中心に人が集

すくすくチャイルド
チケット交付率

99.7％
令和6年度

岡山で、子育てするなら瀬戸内市

う遊び場を官民連携により整備する取組を進める予定です。
　官民連携により子育て環境の整備を進めることで、行政だ
けでは実現できない柔軟な発想やスピード感を活かし、地域
全体で子どもたちの成長を支えるまちづくりを進めていきます。

太陽の恵みと広大な塩田跡地を活用
「太陽のまちプロジェクト」

　塩田跡地は約1.6kmに及ぶ堤防で
錦海湾と接しており、災害に備えた管
理が必要です。堤防補強工事などの
安全・安心事業を実施し、地域の防災
面の安全・安心の確保と、跡地とその
周辺環境の安全で継続的な管理を
行っています。

①安全・安心を守る
　取組

　貸付料収入を活用して、地域の課
題解決を図り、将来につながる地域の
活性化や、子どもたちがまちに誇りを
持てる人づくりなどの取組を進めてい
ます。

②まちの活性化に
　つながる取組

　太陽光発電は、地球にやさしく、温
暖化対策に役立つ国産エネルギーで
す。また、塩田跡地の多くの動物、植物
の環境に配慮して、塩性湿地帯などに
は、原則、手を加えません。

③環境にやさしい
　取組

子どもたちを笑顔に！
「食のしあわせプロジェクト」

外遊びを楽しむまち。瀬戸内市
「こどもひろばプロジェクト」

　瀬戸内市邑久町の錦海塩田跡地は、海抜よりも低い地形で
あることから、ポンプによる排水など維持管理に関する課題を
抱え、時には負の遺産とも呼ばれることがありました。そこで瀬
戸内市では、この塩田跡地を日本最大級の太陽光発電事業

に活用することとし、発電事業者へ土地を貸し付けています。
これにより、未利用地であった土地を、収益を生み出す土地へ
と転換し、得られる貸付料収入を地域課題の解決やまちの魅
力向上に活用しています。

詳しくはwebでチェック！

「太陽のまちプロジェクト」
土地貸付料（20年間） 

100.5億円

詳しくはwebでチェック！
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Future ［瀬戸内市の未来の姿］

ふるさと
納税

個人版
ふるさと
納税

企業版

※1 ※2

ふるさと
納税

個人版
ふるさと
納税

企業版

※1 ※2

※1 個人版ふるさと納税ふるさと
納税

個人版
※2 企業版ふるさと納税ふるさと

納税

企業版 ▶ 詳しくは46～47ページをご覧ください。
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岡山県内の
国・県指定文化財数

山鳥毛
里帰りプロジェクト寄附金

8.8億円県内3位 延べ約109万人

瀬戸内市への観光客数

令和6年度

▼数字で見る瀬戸内市

人が集うまち
行ってみたいまちづくり

瀬戸内市の魅力に触れる

詳しくはwebでチェック！

　瀬戸内市長船地区は、国宝級の日本刀の約42％を生み出
した生産地とされ、現在も現役の刀鍛冶による作刀が続くな
ど、日本刀の聖地とも称されています。
　瀬戸内市では、かねてから県外流出が懸念されていた、戦
国武将・上杉謙信の愛刀であり、鎌倉時代の備前福岡一文字
派による最高傑作といわれる国宝「太刀 無銘 一文字（山鳥
毛）」を生まれ故郷に戻す山鳥毛里帰りプロジェクトを立ち上
げ、令和2年3月に国内外の多くの方々からの支援を得て、「山
鳥毛」を取得しました。

　瀬戸内市が所有する「山鳥毛」は、子どもたちへの教育や地
域活性化への活用に加え、刀工たちの作刀意欲や技術向上に
も計り知れない影響を与えています。このため、市では「山鳥毛
里づくりプロジェクト」を立ち上げ、「山鳥毛」を核として市の
価値を高めるとともに、多くの方に瀬戸内市を訪れていただく
機会の創出につなげています。

国宝「山鳥毛」が瀬戸内市の未来を照らす
「山鳥毛里づくりプロジェクト」

　瀬戸内市は、海と島々が織りなす美しい景観と豊かな自然
環境を活かした観光資源に恵まれたまちです。なかでも、牛窓
沖に現れる「黒島ヴィーナスロード」は、干潮時に海の中から
現れる砂の道で島から島へ歩いて渡ることができ、恋人の聖
地としても知られる幻想的な景観が多くの観光客を魅了して
います。
　また、「牛窓ヨットハーバー」は、瀬戸内海の穏やかな海を活

詳しくはwebでチェック！

瀬戸内市は、国・県指定の重要文化財が県下で3番目に多いまちで、古くから開けた港町として栄えた
牛窓エリア、竹久夢二の生家などの文化資源を有する邑久エリア、作刀の中心地として栄えた長船エリ
アなど、豊かな観光資源にあふれています。地域と行政が一体となって歴史文化を守り伝え、歴史文化
資源を保存・活用していくことでシビックプライドの醸成、地域の活力向上につなげていきます。

唯一無二の魅力を誇る
観光スポット

かした岡山県内唯一のヨットハーバーで、西日本最大級の規
模を誇ります。多くのヨットが並ぶ風景は圧巻で、瀬戸内らし
い景観を楽しめる人気のスポットとなっています。
　さらに、市内には、売場面積・品揃えともに日本一といわれる 
「日本一のだがし売場」があり、懐かしい駄菓子から最新のお
菓子まで数多くの商品が並び、世代を問わず楽しめる観光ス
ポットとして多くの来場者でにぎわっています。
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Future ［瀬戸内市の未来の姿］

ふるさと
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個人版
ふるさと
納税

企業版

※1 ※2

▶ 詳しくは46～47ページをご覧ください。※1 個人版ふるさと納税ふるさと
納税

個人版
※2 企業版ふるさと納税ふるさと

納税

企業版
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岡山県内の
国・県指定文化財数

山鳥毛
里帰りプロジェクト寄附金

8.8億円県内3位 延べ約109万人

瀬戸内市への観光客数

令和6年度

▼数字で見る瀬戸内市

人が集うまち
行ってみたいまちづくり

瀬戸内市の魅力に触れる

詳しくはwebでチェック！

　瀬戸内市長船地区は、国宝級の日本刀の約42％を生み出
した生産地とされ、現在も現役の刀鍛冶による作刀が続くな
ど、日本刀の聖地とも称されています。
　瀬戸内市では、かねてから県外流出が懸念されていた、戦
国武将・上杉謙信の愛刀であり、鎌倉時代の備前福岡一文字
派による最高傑作といわれる国宝「太刀 無銘 一文字（山鳥
毛）」を生まれ故郷に戻す山鳥毛里帰りプロジェクトを立ち上
げ、令和2年3月に国内外の多くの方々からの支援を得て、「山
鳥毛」を取得しました。

　瀬戸内市が所有する「山鳥毛」は、子どもたちへの教育や地
域活性化への活用に加え、刀工たちの作刀意欲や技術向上に
も計り知れない影響を与えています。このため、市では「山鳥毛
里づくりプロジェクト」を立ち上げ、「山鳥毛」を核として市の
価値を高めるとともに、多くの方に瀬戸内市を訪れていただく
機会の創出につなげています。

国宝「山鳥毛」が瀬戸内市の未来を照らす
「山鳥毛里づくりプロジェクト」

　瀬戸内市は、海と島々が織りなす美しい景観と豊かな自然
環境を活かした観光資源に恵まれたまちです。なかでも、牛窓
沖に現れる「黒島ヴィーナスロード」は、干潮時に海の中から
現れる砂の道で島から島へ歩いて渡ることができ、恋人の聖
地としても知られる幻想的な景観が多くの観光客を魅了して
います。
　また、「牛窓ヨットハーバー」は、瀬戸内海の穏やかな海を活

詳しくはwebでチェック！

瀬戸内市は、国・県指定の重要文化財が県下で3番目に多いまちで、古くから開けた港町として栄えた
牛窓エリア、竹久夢二の生家などの文化資源を有する邑久エリア、作刀の中心地として栄えた長船エリ
アなど、豊かな観光資源にあふれています。地域と行政が一体となって歴史文化を守り伝え、歴史文化
資源を保存・活用していくことでシビックプライドの醸成、地域の活力向上につなげていきます。

唯一無二の魅力を誇る
観光スポット

かした岡山県内唯一のヨットハーバーで、西日本最大級の規
模を誇ります。多くのヨットが並ぶ風景は圧巻で、瀬戸内らし
い景観を楽しめる人気のスポットとなっています。
　さらに、市内には、売場面積・品揃えともに日本一といわれる 
「日本一のだがし売場」があり、懐かしい駄菓子から最新のお
菓子まで数多くの商品が並び、世代を問わず楽しめる観光ス
ポットとして多くの来場者でにぎわっています。
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企業版
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▶ 詳しくは46～47ページをご覧ください。※1 個人版ふるさと納税ふるさと
納税

個人版
※2 企業版ふるさと納税ふるさと

納税

企業版
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令和7年3月現在令和6年度

本庁舎駐車場
昼食販売事業者数

14事業者

岡山県内の
ふるさと納税寄附額ランキング

県内1位

▼数字で見る瀬戸内市

瀬戸内市では、市に住んでいるみなさんの生活コストの削減と、市で
働いているみなさんの所得の拡大をあわせて形にすることで、実質的
な手取りの引き上げを実現し、豊かな生活を送っていただける市政
運営を目指します。

地場産品の販路拡大

市有地の民間開放を通じた
販売機会拡大

　瀬戸内市では、多くの事業者や生産者がふるさと納税の返
礼品取扱事業者として参入できるようサポート体制を整え、
ふるさと納税事業を通じたネットマーケティングの拡大によ

　瀬戸内市では、令和7年10月より、市役所で勤務する職員の
福利厚生の充実を図るとともに、周辺地域のにぎわい創出及び
市内事業者の販売機会の拡大を目的として、市役所本庁舎駐
車場において、キッチンカー等の飲食事業者による昼食販売

※普通会計の歳出が1人あたりいくらになるのかを
　令和7年4月1日現在の人口で算出しています。

市民一人あたりに
使われたお金

令和6年度

手取りが増えるまち
負担を減らして豊かさを増やす

生活コストの低減＆所得を増やす

る販売機会の創出を進めています。また、地場産品を販売し
ている道の駅「黒井山グリーンパーク」の来客数拡大に向け
た取組や、ゆめタウンとの包括連携協定による地場産品の取
扱拡大など、市内で生産された地場産品の販路拡大に向け
た取組を行っています。これらの取組により、市内の事業者や
生産者の所得向上につながる仕組みづくりを進めています。

市役所職員の兼業解禁

　瀬戸内市では、市役所職員が自律的にキャリアを形成し、
自己実現を追求するとともに、地域の担い手としてスキルや経
験を活かす新しい働き方を促進するため、一定の許可基準を

定めたうえで職員の兼業を認める取組を予定しています。こ
れにより、地域活動や民間との連携を通じて職員の能力向上
を図るとともに、地域の活性化にもつなげていきます。

を開始しました。今後は、市有地の民間活用をさらに促進し、民
間主体によるマルシェやキッチンカーイベント等の開催を通じ
て、にぎわいの創出及び市内事業者の販売促進につながる取
組を推進します。
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PRO J ECT
瀬戸内市の取組実績

（令和６年４月１日～令和７年３月31日）

　瀬戸内市では、市民の年齢や生活形態、置かれている状況等
の違いに着目し、それぞれの状態ごとに目指すべき姿を展望し、
その状態を実現するための取組を積極的に進めています。その
成果については「市民まちづくり意識調査」により定期的に把握
しています。

　瀬戸内市を取り巻く課題は複雑多様化しており、市役所の各
担当部署だけで解決できない課題も増えています。そのような課
題に対応するため、組織を横断した推進体制を構築するととも
に、市民、市民団体、企業等とも協働し、課題解決に向けて取り
組んでいます。

誰もがしあわせに暮らすために

困難な課題の解決に向けて

持続可能な
まちづくりのために

地域と協働したまちづくり
（どうする！？わたしたちの避難所 ～長船中学校での避難所運営を考えよう～）

牛窓ヨットハーバー南側公園に設置されたパブリックアート作品。作品には、
地元の子どもたちのアイデアもデザインに取り入れられています 。

牛窓アートハルモニア
『港風のサーカス（Harborwind Circus）』
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すべての市民の
暮らしを支える市役所

組
取

112,073

❶子どもたち❶子どもたち

◇子育て世代の負担軽減事業

・こども医療費給付事業費　 199,951千円（令和6年度）
・すくすくチャイルドサポート事業費　 22,893千円

千円

（令和6年度）

・幼稚園の給食費負担軽減及び小・中学校の給食費無償化事業費　 （令和6年度）
・すくすくチャイルドチケット交付率 99.7%（令和6年度）

DA
TA

◇学校の環境整備事業

 

・幼稚園トイレ洋式化割合　 98%（令和6年度）
・小・中学校トイレ洋式化割合　 89%（令和6年度）

DA
TA

◇市内の県立高等学校への支援

・高等学校魅力向上支援事業補助金　 1,999千円（令和6年度）
・邑久高校の在学者数　 334人（令和6年5月1日時点）DA

TA

　瀬戸内市では、子育て世帯の経済的負担の軽減と子
どもの健やかな成長を支えるため、満18歳に達した最
初の3月31日までの子どもを対象に、医療費の自己負担
額が原則無料となる「こども医療費給付事業」を実施
しているほか、3歳未満の子どもを養育する世帯には、
市内協力店舗でおむつやミルク等を購入できる「すく
すくチャイルドチケット」を交付しています。令和6年
度には対象品目を拡充し、より利用しやすい制度とな

りました。加えて、幼稚園の給食費負担軽減や、小・
中学校の給食費無償化にも取り組んでいます。
　さらに、学校での集金業務の効率化と保護者の利便
性向上を目的として、学校と幼稚園の集金をキャッ
シュレス化するアプリを令和6年10月に導入しました。
保護者にとって集金日に現金を用意して学校に持参し
ていたものが、キャッシュレス化により、自宅でス
マートフォンから口座払いやクレジット払い、またコ

　快適で衛生的な教育環境の整備を目的として、令和3
～令和6年度にかけて、幼稚園及び小・中学校のトイレ
について、洋式化・乾式化を実施しました。あわせ
て、環境負荷の軽減を図るため、衛生器具の機能向上及
び照明設備の省エネルギー化を進めました。また、教育
現場における多様な利用者への配慮として、多目的トイ
レの増設を行い、誰もが安心して利用できる環境を整備
しました。

　これらの取組により、子どもたちの和式便座に対する
心理的負担の軽減が図るとともに、日常の清掃作業の効
率化・負担軽減にもつながっています。今後も、子ども
たちの健やかな成長を支えるため、計画的な施設整備を
継続し、より良い教育環境の実現に努めます。

　岡山県立邑久高等学校は瀬戸内市内唯一の高校であ
り、将来の地域を担う人材育成の拠点として、また地域
コミュニティの核として、その存在は欠かせないもので
す。しかし、少子化の影響や、市内中学校の卒業生が岡
山市の高校を志願する傾向が高まっていることなどによ
り、生徒数の減少が懸念されていました。
　瀬戸内市では、若い世代の活気ある地域コミュニティ
の核として邑久高校を地域と一体となって支援する方針
としており、「第2期瀬戸内市太陽のまち創生総合戦
略」においても、「地域の発展に関わる人材育成に向
けた邑久高校生徒への支援」を重点事業として掲げ、

地域学「セトリー」への協力、地域社会に貢献できる人
材育成、キャリア教育などを支援しています。地方創生
の観点からも、地域の魅力の一部ともなっている邑久高
校の存在は非常に大きいものです。高校生をはじめとし
た子どもたちは将来の瀬戸内市を担う人材であり、社会
全体で育む必要があります。今後も、邑久高校と連携を
図りながら、高校と地域をつなぐ役割を担うことで、邑
久高校の魅力化と将来を担う人材育成を支援し、瀬戸内
市の人口減少問題の克服と、地方創生の実現を目指しま
す。

ンビニでも支払いができるなど、いつでも簡単に支払
いが可能になるとともに、現金紛失の心配もなくなり
ました。加えて、集金事務従事者を対象としたアン
ケートでは、業務負担について3割が「とても軽減し
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た」、6割が「軽減した」と回答しており、子育て世代
の負担軽減だけでなく、学校の先生の働き方改革にも
つながっています。
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